
 

     華やかなもち花を「丸森」に飾り 

     皆様をお迎えしています 
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平成 31 年 1 月 

第 390号 

正月の装いになった公民館 



あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
、
日
本
列
島
は
大
雪
に
始
ま
り
地
震
、

台
風
に
猛
暑
な
ど
に
よ
る
災
害
も
発
生
し
、

今
も
不
自
由
な
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が

居
ら
れ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
幸

い
に
も
当
地
域
は
大
き
な
被
害
も
な
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
こ
の
地
域
が
安
全
で

住
み
や
す
い
地
域
で
良
か
っ
た
な
と
感
じ
た

一
年
で
し
た
。 

今
年
は
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
新
し
い

時
代
の
始
ま
り
の
年
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

も
気
持
ち
を
新
た
に
地
域
の
今
日
的
な
課
題

で
あ
る
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や

空
き
家
・
空
き
地
・
山
林
の
管
理
、
道
路
・
公

園
・
神
社
仏
閣
等
の
公
共
的
空
間
を
管
理
す

る
担
い
手
を
確
保
し
、
少
し
で
も
放
置
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
地
域
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
湫
町
の
人
口
は
、
転
入
対
策
委
員
会
等

の
活
動
の
積
み
重
ね
も
あ
り
、
最
近
で
は
毎

年
２
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
世
帯
増
が
続
い
て
お

り
、
一
方
、
宿
内
に
お
い
て
も
市
が
整
備
し
た

「
丸
森
邸
」
を
指
定
管
理
で
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
年
間
一
万
人
に
及
ぶ
来
訪
者
も
迎
え
る

こ
と
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
宿
内
で
は

「新
森
邸
」が
改
修
さ
れ
来
年
に
は
飲
食
店
が

開
業
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

大
湫
町
が
寄
贈
を
受
け
た
「
米
屋
」
に
つ
て
も

若
い
ご
夫
妻
が
定
住
さ
れ
若
い
芸
術
家
の
交

流
の
場
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
情
報
発
信
の
場
、

お
試
し
住
宅
な
ど
大
湫
町
を
リ
デ
ザ
イ
ン
に

つ
な
げ
る
基
地
と
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
町
も
少
し
ず
つ
で
は 

あ
り
ま
す
が
新
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。 

今
年
の
干
支
は
己
亥
（
つ
ち
の
と
い
）
内
部

の
充
実
を
心
が
け
る
と
良
い
年
だ
そ
う
で

す
。 皆

さ
ん
が
地
域
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
そ
の
解
消
に
つ
て
真
剣
に
考
え
行
動

に
移
す
こ
と
が
明
る
い
未
来
を
開
い
て
く
れ

る
と
信
じ
、
一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

 

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
明
る
い
幸
せ
な
年

に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

大
湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

 

小
栗 
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「
こ
そ
」
「
か
ら
」
で
き
る
こ
と
を
求
め
た
い 

公
民
館
館
長 

長
谷
川 

明 

新
年
明
け
ま
し
て
お 

 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に

新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
も
い
ま
す
。 

昨
年
の
世
相
を
代

表
す
る
漢
字
は
、
「
災
」

で
し
た
。
日
本
各
地
で 

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
地
震
災
害
は
、

大
阪
・
北
海
道
。
北
海
道
で
は
全
道
が
停
電

す
る
よ
う
な
事
態
。
西
日
本
豪
雨
で
は
、
死

者
が
二
二
〇
名
を
超
え
る
大
災
害
で
し
た
。 

こ
こ
大
湫
で
は
人
的
被
害
が
出
る
災
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
風
に
よ
る
倒

木
被
害
が
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
生
じ
ま
し

た
。
猛
暑
や
渇
水
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

政
治
の
世
界
も
大
荒
れ
状
態
で
し
た
が
、

何
よ
り
も
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る
新

た
な
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。
命
の
「
水
」

に
か
か
わ
る
「
水
道
事
業
法
」
や
「
漁
業
法
」

「
入
管
法
」
な
ど
の
改
正
。
今
後
に
「
災
」

と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

森
友
文
書
改
ざ
ん
、
加
計
学
園
獣
医
学

部
新
設
、
私
大
医
学
部
の
不
正
入
試
が
問
題

と
な
り
ま
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

羽
生
選
手
の
二
連
覇
、
本
庶
佑
氏
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
、
大
谷
翔
平
・
藤
井
翔
太
氏

の
大
活
躍
な
ど
勇
気
と
誇
り
を
与
え
て
く

れ
る
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。 

翻
っ
て
、
公
民
館
の
活
動
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
を
振
り
返
る
と
つ
つ
ま
し
い
も

の
で
す
。
ロ
ビ
ー
を
使
用
し
た
展
示
も
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
町
内
諸
団

体
と
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
て
の

諸
活
動
で
し
た
。 

こ
こ
大
湫
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
の

波
を
避
け
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
か
ら
、

逆
手
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
い
か

ら
（
こ
そ
）
で
き
る
企
画
、
高
齢
者
が
多
い

（
か
ら
）
で
き
る
活
動
を
一
層
追
及
す
る
こ

と
を
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。 公

民
館
が
地
域
の
中
心
施
設
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
こ
と
。
こ
の
施
設
が
有
効

利
用
さ
れ
、
社
会
教
育
の
一
翼
を
担
え
る
よ

う
に
区
長
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
、

「
丸
森
」
の
皆
さ
ま
と
公
民
館
関
係
者
が
協

力
し
、
共
に
本
年
を
充
実
し
た
年
に
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

新
し
い
年
、
二
〇
一
九
年
も
公
民
館
活

動
に
ご
協
力
と
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ

い
年
と
な
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 



 

 

丸
森
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

丸
森
観
光
案
内
所
で
は
、
訪
れ
る
人
に
大
湫
宿
の
よ
さ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
山
道
の
一
宿
場(

４
７
番
目)

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
近
は
日
本
全
国
か
ら
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

県
内
外
か
ら
、
遠
く
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
「地
元
の
こ
と
は
地
元
の
人
か
ら
聞
く
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
一
番
」と
案
内
に
努
め
て
い
ま
す
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皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で 

３
周
年
目
に
入
り
ま
す
。 

 

休
館
日
な
し
の
運
営
は
い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
す
が
、 

こ
の
大
湫
宿
を
訪
れ
る
旅
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る 

こ
と
が
一
番
と
職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。  

 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

① 地名の見方から 
 

読み方 湫 （くて・ぐて）   久手 （くて・ぐて） 
 

意 味 湿地が多くて、水草の生えている土地、低湿地 

＊大湫(大久手)・・・大きな沼地 

＊長湫（長久手）・・地形がくねくねして山坂や 

狭間の多い土地 

（長久手には小さな池も多い） 
 

理 由 数千万年前には、日本列島は海の底であった。 

その後、火山活動によって隆起・沈降を繰り返し、 

数十万年前ごろから再び隆起し、現在の瑞浪の土地

が誕生してくる。 

土岐川流域で貝の化石が取れることから海岸線に、

そして少し奥まったこの大湫は周りを山に囲まれた 

盆地（沼のような土地）になった。 
 

同じ 

湫の地名 

多治見市高田町 長湫 

愛知郡長久手町(現 長久手市) 大字 長湫 

名古屋市緑区鳴海町 字 広湫 

刈谷市小半城土町 字 大湫、 字 中の湫 

安城市福釜町 字 東湫、 字 細湫 

尾張旭市北原山町 鳴湫 
 

＊参考文献は、渡辺俊典先生の「ふるさと大湫百話」及び 

          瑞浪の歴史と市史資料編です。 

謹
ん
で
新
春
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

  

 
 
 

 
 

施
設
長 

玉
置
憲
政 
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1月の丸森からご案内 
 

 

 

 

“ 新春百人一首の集い ” 
 

丸森では「新春百人一首の集い」を計画しましたので、ぜひご参加ください。 

（見学だけでも結構です） 

 

 日時  

第 １ 回  平成 ３１年 １月１４日（祝）   １０時から１１時ごろまで 
 

第 ２ 回  平成 ３１年 １月２０日（日）  １０時から１１時ごろまで 

 場所 

      大湫宿 丸森の和室 

 持ち物 

      特にありません。（百人一首等は用意します） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 百人一首の「歌一覧プリント」を丸森に用意しますのでもらいに来てください。

年末年始に覚えてみてはいかがですか。 

 

 問い合せは、  大湫宿丸森 ☎  ０５７２（６３）２４５５ 

 

 

大人は一般用百人一首の 

１００枚で競います。 

 

 

子どもは五色百人一首を使って 

２０枚ずつで競います。 

 

 

 



              亥年を迎えるにあたり 

神田地区：板橋仁晃 

           新年あけましておめでとうございます。 

           皆様方の幸多き一年である事をお祈り申し上げま

す。 

 今年は亥年、私も六度目のこの年を迎えるにあたり、もうこんな年にな

ったかとそんな思いを深く感じています。この間、本当に色々な事が思い

出されます。私は早くに父を亡くたこともあり、母から「勤勉にまた努力

する事」を教えられました。そして、地域の皆さんの温かいご理解により

今日までこられた事、本当にうれしく感じている毎日です。ただ残念な事

は思い出の小学校・中学校ともに無くなってしまう事です。本当に残念で

す。  

現在内孫 3 人外孫 4 人に囲まれ、孫の笑顔に癒される充実した毎日を過

ごす事ができています。これからも家庭を大事に健康に留意して町の為、

微力ではありますが少しでも頑張られればと思います。今後ともご協力を

心よりお願いいたします。 

“今年は年男 頑張ります” 

 

つぶやき爺の戯言
ざれごと

 

北地区：吉野信幸 

 私もとうとうこの年になってしまったかァ。全く 1年がアッと云う間に

過ぎてしまう。年に逆らって何とかお爺さんではなく、気持ちの上ではい

つまでも男でありたいと思っているが、体の衰えは隠せず、傍らから見れ

ば紛れもなく立派なジジイである。 

 仕事をやめてから長くサンデー毎日の生活をしているせいか、年と共に

世の中の動きに関心が薄れ、この頃は時代に取り残されつつあるような気

がしている。 

 我が家の家内も 2ヵ月程前、念願のスマホに替えてみたも 

のの、サッパリ使い方が分からず、小学生の孫に操作方法を 

教えてもらう始末である。そういう私もよくニュースに出て 
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くるＳＮＳとかブログとかユーチュ―バーとかツイッターとか興味がない

ためよく分からず、頭の中までガラケーのままである。 

しかし、ツイッターなんて、昔流行
は や

った「つぶやきシロー」みたいで、

小中学生ならいざしらず、どこかの大統領がツイッターで物言うとはあき

れてしまう。これでは一方通行の言いっ放し言いたい放題で、対話にはな

らず一国主義の象徴のようだ。 

 ともあれ、そんな中で次の時代を予感させる関心事は人工知能ＡＩだ。

ＡＩ技術はロボットなどの製造業だけでなく、農業や医学など日常生活に

広く活用されていく時代に入りつつある。 

 あと 10年もすれば人間死んだら葬儀場まで無人運転の霊柩車で運ばれ、

焼かれた後は遺骨をドローンで届けてもらう時代が来るかも。ヤダ、ヤダ。 

 

住めば都 

西地区：小栗由加里 

 大湫へ来て 5 度目の冬を迎えました。大湫の冬は本当に寒いですね。初

めて大湫へ来た時、本当に家に辿り着くのか心配になりながら車に乗って

いた私ですが、今ではそんな道のりにもすっかり慣れ、遊びに来る友人や

親戚に「すごい所だね！」と言われる側になってしまいました。確かに都

会のように色々な施設はないですが、自然豊かで、人にも恵まれた環境だ

と思っています。 

 ありがたいことに二人の子どもを授かり、日々子育てに追われています。 

近所の人と声を掛け合ったりすることが 

難しくなってきた昨今ですが、散歩している

と声をかけて下さったり、危なくないよう見

ていて下さったりと、困った時に助けてもら 

えて、ありがたいと思っています。近くには

頼れる優しい家族や仲良くしてくれる友人もおり、楽しく子育てできてい

ることに感謝しています。 

 これからもご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、温かく見守

って下さると嬉しいです。 

 



 

滋賀県へ景観先進地の視察に行きました。（12月 1日） 

視察先：滋賀県近江八幡・東近江市 

参加者：33名 

 

（アンケートで出された意見抜粋） 

 大湫町でも様々な面で改善がされ

ることを期待します。 

 空き家対策が必要だと感じました。 

 景観に協力してくれるよう話し合

いが必要。 

 大湫町でも電柱の修景がしてほし

い。 

 雰囲気にあった色などで統一した

ほうがいいと感じた。 

 住人用駐車場の確保が必要。 

 

たくさんの方にご参加いただき、 

ありがとうございました。 

景観事業についての問い合わせ    

瑞浪市 建設部 都市計画課 棚橋・三浦       ☎0572-68-9817 



大湫町街なみ景観形成事業補助金にて 
 

 大湫の景観保存のために、大湫宿の特徴や現状の把握を話し合ったり、

最近では景観先進地を視察したりと活動しています。その第 1弾として「門

田屋面格子取り付け」を行いました。 

 中山道に面した窓に街なみに合った面格子（棚橋雅美氏旧住宅より取り

外したもの）を取り付け、二階の虫籠窓とマッチした住宅となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （ビフォー）              （アフター） 

 

野田(中井溝)に粋な計らいが・・・！ 
 

 野田に丸太椅子が 4ヵ所に休憩用とし 

て設置。散歩する人や観光で見えた方な 

ど野田を通ると何もなく草むらに座って 

休憩される方に粋な計らいがされました。 

これぞ、大湫宿の 

お・も・て・な・し…‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

いいねェ・・・ 

さすが、大湫だなぁ 

 

犬のフンはちゃんと始末

してよ。景観考えてね…！ 

ここに座って一休み

してちょおだぁよ… 



H30年度緑化推進事業 12/2（日） 

 旧大湫小学校跡地に緑化推進事業の一環とし 

て、シダレザクラ・サルスベリ苗木を植えまし 

た。 

 

 

                         作業に参加された 

                        皆さん、お疲れ様で 

                        した。この先、見頃 

           となるのは何年後でしょうか？お楽しみに・・・。 

 

カバープランツ(彼岸花)追肥作業 12/6（木） 

 9月後半に計画していましたが、さまざま 

な行事に追いやられようやく師走に入り実行 

することができま 

した。前日までの 

2日間は 12月とは 

思えない程のぽか 

ぽか日和でしたが 

6 日は天気予報では寒くなり雨も予想され心配しました。しかし、さほど

寒さを感じることなく雨が降り出す前に作業を終了することができました。

参加してくだっさた 20名の皆さんお疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
表
彰
』 

 

○
、
人
権
書
道 

コ
ン
テ
ス
ト 

 

入
賞 

5
年 

Ａ
・
Ｙ
さ
ん 

〇
、
瑞
浪
市
健
康
ま
つ
り 

標
語
の
部 

 

金
賞 

6
年 

Ｏ
・
Ｙ
さ
ん 

〇
、
食
器
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル 

 

入
賞 

4
年 

Ｗ
・
Ｔ
さ
ん 

○
、
８
０
２
０
表
彰 

（
80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の 

歯
が
の
こ
っ
て
い
る
方
） 

大
竹 

晃 

さ
ん 

皆
さ
ん
、 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 



大しめ縄飾り 12/16（日） 

 霜が降り厚い氷が張り、さすがに師走の大湫は寒い。そんな年の瀬の日

曜日に「この伝統を絶やしちゃいかん」と男衆が集まり、恒例となった公

民館の“大しめ縄飾り”が 8時から行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      来年は、もっと多くの若

者も参加してくれる事を願 

                     います。 

                     「参加された皆さん、お疲

れさまでした」 

最初にムシロを編むようにコ

モを編みます。とても根気の

いる作業です 

完
成
し
た
コ
モ
に
藁
を
入
れ
て
、
そ
れ
を
3

本
つ
く
り
編
み
ま
す
。
太
い
と
こ
ろ
で
は
直

径
50

ｃｍ
も
あ
る
ん
で
す
よ
・
・
・
！ 

さあ、みんなで力を合わ

せてしめ縄を持ち上げ

ます。頑張れ・・・ 

設置後、藁シデかざりを取り付

けます 

立派な“大しめ縄”の完

成です‼ 



             

大
湫
中
学
備
忘
録
（
７
） 

１
．
ヤ
ン
チ
ャ
、
で
も
素
朴
な
生
徒
た
ち 

「
先
生
が
教
室
の
戸
を
開
け
る
と
上
か
ら
黒
板
消
し
が
落
ち
る

様
に
仕
掛
け
」
、
チ
ョ
ー
ク
の
粉
で
服
が
白
く
な
る
こ
と
を
想
像
し

て
い
て
も
、
簡
単
に
は
成
功
し
ま
せ
ん
。
仕
掛
け
が
ば
れ
、
こ
っ
ぴ

ど
く
叱
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

チ
ョ
ー
ク
を
投
げ
る
先
生
、
怒
っ
て
さ
っ
さ
と
出
て
行
っ
た
先

生
も
あ
り
ま
し
た
。
「
若
い
女
の
先
生
に
は
興
味
も
あ
り
、
悪
ふ
ざ

け
を
し
た
り
、
先
生
の
自
転
車
の
空
気
を
抜
い
た
り
」
と
、
イ
タ
ズ

ラ
が
時
に
は
度
が
過
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
、
頬

が
赤
く
な
る
ぐ
ら
い
「
先
生
か
ら
い
や
と
い
う
程
往
復
ビ
ン
タ
」
を

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
先
生
の
愛
情
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
親
に
話
せ
ば
「
お
ま
え
が
悪
い
」
と
逆
に
叱
ら
れ
た
の

で
す
。 

大
湫
中
学
の
生
徒
た
ち
の
遊
び
は
お
お
ら
か
で
し
た
。 

「
フ
タ
ツ
岩
の
上
に
け
っ
こ
う
大
き
な
堤
が
有
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
犬
か
き
、
平
泳
ぎ
、
立
ち
泳
ぎ
、
な
ど
の
真
似
事
を
覚
え
て
、

大
得
意
、
唇
が
紫
色
に
な
る
迄
一
杯
遊
ん
だ
後
、
ま
ず
そ
の
辺
の
小

枝
を
折
っ
て
、
パ
ン
ツ
の
ゴ
ム
の
所
に
十
の
字
に
入
れ
て
、
そ
れ
を
、

門松づくり 12/20（木） 

 大湫公民館・丸森・ふれあいセン 

ターの門松を今年も汗を流しながら 

作ってくださいました。ありがとう 

ございました。 

＊速報：おりべチャンネル 

おりべ情報局「マイクマンと宝探し」 

1月 5日～1月 11日（1日 5回） 

「放送されます。見てね‼」 

          注連縄の寄付 

          岐阜県神社庁瑞浪支部より 

大湫公民館に注連縄の寄付があ 

          り、玄関に飾り付けました。 

          「ありがとうございました」 

大
し
め
縄
（
注
連
縄
）
に
門
松

が
飾
ら
れ
、
大
湫
公
民
館
は
皆

様
の
お
陰
で
年
越
し
の
準
備
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
ま
す
！ 



枯
れ
木
と
か
長
い
棒
に
引
っ
か
け
、
肩
に
か
つ
い
で
、
乾
か
し
な
が

ら
帰
っ
た
も
の
で
す
」
（
昭
和
三
三
年
度
卒
金
子(

旧
姓
井
上)

智
寿

子
）
。 「

夏
休
み
に
は
、
堤
に
泳
ぎ
に
行
く
事
で
し
た
。
ド
ラ
ム
缶
で

作
っ
た
イ
カ
ダ
が
、
堤
の
真
ん
中
に
あ
り
、
そ
れ
で
遊
び
…
キ
ュ
ウ

リ
と
塩
を
持
っ
て
行
っ
て
食
べ
な
が
ら
帰
る
」
（
昭
和
三
四
年
度
卒

長
谷
川
達
二
）。 

「
田
ん
ぼ
に
水
を
張
っ
て
、
ス
ケ
ー
ト
場
を
作
り
、
体
育
の
時

間
な
ど
に
下
駄
ス
ケ
ー
ト
」（
昭
和
三
二
年
度
卒
桐
井
早
苗
）
。 

「
大
き
な
岩
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た.
頂
上
の
大
き
な
岩
に
立
て

ば
遠
く
の
山
並
み
が
美
し
く
重
な
っ
て
見
え
た
」(

昭
和
二
八
年
度

卒
小
木
曽(

棚
橋)

小
代)

「
昼
休
み
に
な
る
と
裏
山
に
登
り
、
よ
く
歌

を
合
唱
し
た
」（
昭
和
二
九
年
度
卒
近
藤
貞
子
）
。 

大
湫
の
豊
か
な
自
然
の
中
、
の
ど
か
で
、
素
朴
、
天
真
爛
漫
で
、

た
く
ま
し
い
中
学
生
た
ち
で
し
た
。
昭
和
二
二
年
か
十
四
年
間
、
中

山
道
沿
い
に
あ
っ
た
大
湫
中
学
。
昭
和
三
六
年
に
閉
校
し
、
釜
戸
中

学
に
統
合
し
ま
し
た
。
学
校
の
統
合
は
時
の
流
れ
。
合
併
先
の
釜
戸

中
学
も
今
年
（
平
成
三
一
年
）
の
三
月
、
三
校
が
一
緒
に
な
っ
た
新

し
い
中
学
校
に
統
合
し
ま
す
。 

「
平
成
の
大
合
併
」
で
行
政
区
が
様
変
わ
り
し
、
学
校
の
合
同
・

合
併
も
時
の
流
れ
。
少
子
化
が
そ
の
「
流
れ
に
棹
さ
す
」
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
地
域
の
基
盤
を
失
う
よ

う
な
も
の
で
す
。
廃
校
利
用
で
村
お
こ
し
や
町
お
こ
し
に
成
功
し
た

事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
勢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
層
過
疎
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。 

大
湫
中
学
は
今
も
そ
の
一
部
が
大
湫
病
院
の
（
今
は
使
用
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
）
一
部
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２
．
町
民
・
保
護
者
で
守
り
育
て
た
学
校 

「
県
内
一
の
小
村
」
に
中
学
校
建
設
を
実
現
さ
せ
た
の
は
、
森

川
清
爾
校
長
の
尽
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

村
民
の
協
力
な
く
し
て
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
湫
小
学
校
の

一
部
を
借
り
て
、
五
月
五
日
に
大
湫
中
学
開
校
式
を
迎
え
る
と
、
そ

の
月
の
八
日
、
「
新
制
中
学
建
設
委
員
を
決
定
」
し
ま
す
。
建
設
場

所
が
決
ま
る
と
「
生
徒
・
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て
敷
地
・
運
動
場
の

造
成
等
の
勤
労
奉
仕
作
業
」（
『
瑞
浪
市
史 

近
代
編
「
教
育
」』
）
に

よ
り
校
舎
建
築
の
後
押
し
を
し
ま
し
た
。 

「
昭
和
二
十
六
年
度
の
特
筆
す
べ
き
も
の
は
運
動
場
の
拡
張
で

従
来
の
約
二
倍
の
面
積
に
村
民
の
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て
」
（
『
沿
革



史
』
）
完
成
し
ま
す
。
こ
の
年
度
と
前
年
度
は
全
校
生
徒
が
一
〇
〇

名
を
越
え
た
こ
と
も
あ
り
、
体
育
の
授
業
や
放
課
後
の
活
動
に
お
い

て
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
張
は
望
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。 

寒
さ
が
身
に
凍
み
る
冬
期
に
入
る 

と
「
味
噌
汁
給
食
」
が
始
ま
り
ま
す
。 

「
村
の
人
た
ち
が
交
替
で
毎
日
材
料 

持
参
で
味
噌
汁
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
」 

（
昭
和
二
十
八
年
度
卒
小
木
曽
（
棚 

橋
）
小
代
）。
「
味
噌
汁
給
食
」
は
保 

護
者
の
奉
仕
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら 

れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
九
（
一
九 

五
四
）
年
の
記
録
に
よ
る
と
、
一
月
十 

八
日
に
始
ま
り
三
月
十
二
日
ま
で
、 

「
味
噌
汁
給
食
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
育
友
会
」
の
奉
仕

で
し
た
。 

「
味
噌
汁
給
食
」
の
「
は
し
り
と
い
え
る
も
の
が
昭
和
二
年
度

よ
り
明
世
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
昭
和
二
年
の
文
部
省
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
で
九
十
三
校
し
か
実

施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
内
二
十
八
校
が
岐
阜
県
」
で
し
た
。

戦
前
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
の
「
味
噌
汁
給
食
」
が
大
湫
中
学
の
味

噌
汁
給
食
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
の
田
植
え
が
終
わ
り
一
息
つ
い
た

五
月
二
三
日
、
育
友
会
会
長
の
安
藤
鎭
男
ら
役
員
と
学
校
長
が
出
張

に
出
か
け
ま
し
た
。
出
張
先
は
愛
知
県
知
多
郡
山
野
浦
海
水
浴
場

（
現
知
多
郡
美
浜
町
小
野
浦
）
。
大
湫
中
学
は
夏
休
み
野
外
学
習
と

し
て
登
山
や
臨
海
学
校
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
年
、
八
月
三
日
か
ら
三
日
間
、
全
校
生
徒
を
引
率
し
「
臨

海
学
習
開
設
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
二
泊
三
日

の
臨
海
学
習
に
出
か
け
る
に
は
家
計
の
負
担
も
大
き
く
、
保
護
者
の

理
解
を
う
る
こ
と
も
必
要
で
し
た
。
こ
の
出
張
に
は
、
も
う
一
つ
重

要
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
数
年
後
、
大
湫
中
学
に
入
学
す
る
生
徒

数
が
減
少
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
教
育
委
員
会
か
ら
は
釜
戸

中
学
と
の
合
併
の
意
向
が
梅
村
七
郎
校
長
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
い
わ
ば
ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
。 

や
っ
と
話
す
機
会
を
得
た
梅
村
は
育
友
会
役
員
に
「
釜
戸
中
学

と
合
併
の
話
が
あ
る
ら
し
い
ん
だ
が
…
」
と
。
育
友
会
役
員
ら
は
驚

き
「
え
っ
。
一
体
な
ぜ
」「
そ
れ
は
承
服
で
き
ま
せ
ん
な
ー
」
。
あ
ま

り
に
も
強
い
反
対
の
意
志
表
示
に
梅
村
は
驚
き
、
話
は
そ
れ
っ
き
り

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
「
統
合
」
が
話
題
と
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 
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年度（昭和） 

大湫中学生徒数推移 



そ
れ
か
ら
三
年
経
っ
た
昭
和
三
五
年
度
の
育
友
会
会
長
は
赤
岩

義
勝
。
こ
の
年
の
十
月
二
十
日
、
会
長
と
和
田
光
郎
は
合
同
視
察
旅

行
に
出
か
け
ま
し
た
。
旅
行
中
の
夕
食
時
、
和
田
校
長
は
育
友
会
会

長
に
重
い
口
を
開
き
、「
実
は
、
来
年
度
か
ら
釜
戸
中
学
と
合
併
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
育
友
会
と
し
て
も
賛
同
を
い
た
だ
き
た

い
の
だ
が
…
」
と
切
り
出
し
ま
し
た
。
赤
岩
は
「
私
は
合
併
に
は
賛

成
で
き
ま
せ
ん
よ
。
反
対
で
す
ね
」
と
、
す
こ
し
声
を
荒
げ
た
意
思

表
示
で
し
た
。
「
育
友
会
と
し
て
皆
さ
ん
に
計
ら
な
い
と
」
と
も
付

け
加
え
ま
す
。
座
が
し
ら
け
、
そ
れ
以
上
話
し
は
続
か
ず
、
そ
の
ま

ま
と
な
り
ま
し
た
。 

帰
校
後
、
ま
ず
育
友
会
役
員
の
間
で
話
題
と
な
り
、
徐
々
に
保

護
者
か
ら
町
民
の
間
に
広
ま
り
、
数
名
が
集
ま
る
と
合
併
の
話
題
と

な
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
今
ま
で
通
り
行
事
が
執
り
お
こ
な
わ
れ
、

十
二
月
に
な
る
と
テ
レ
ビ
受
像
器
が
取
り
付
け
ら
れ
、
生
徒
た
ち
は

大
喜
び
。
二
月
八
日
に
低
鉄
棒
、
三
月
五
日
、
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー

ル
取
付
け
」
。
こ
れ
ら
の
工
事
で
生
徒
や
保
護
者
に
は
合
併
の
話
し

が
よ
そ
事
の
よ
う
で
、
身
近
な
も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

学
校
統
合
に
関
す
る
町
民
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
三
月
十

七
日
。
町
民
大
会
は
紛
糾
し
ま
し
た
。
「
中
学
校
の
統
合
は
仕
方
が

な
い
と
し
て
も
、
小
学
校
は
何
が
あ
っ
て
も
残
す
と
約
束
を
…
」
と

迫
る
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。
「
や
む
を
得
な
い
」
と
町
民
が
涙
を
の

ん
だ
理
由
は
生
徒
数
の
減
少
で
し
た
。
昭
和
三
五
年
度
の
全
校
生
徒

数
は
四
六
名
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
教
育
に
は
「
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
一
定
の
生
徒
数
が
必
要
」
だ
と
言
わ
れ
る
と
、
子

ど
も
の
将
来
を
考
え
、
葛
藤
し
断
腸
の
思
い
で
承
諾
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。 

町
民
大
会
で
統
合
が
決
定
さ
れ
る
と
、
慌
た
だ
し
く
統
合
の
準

備
が
進
み
ま
す
。
三
月
三
十
日
に
学
校
備
品
の
受
渡
。
生
徒
た
ち
は

机
と
椅
子
を
手
で
持
っ
て
「
釜
戸
道
」
を
下
っ
た
の
で
す
。
釜
戸
中

学
の
生
徒
た
ち
も
迎
え
に
来
て
、
一
緒
に
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
統

合
に
少
し
不
安
の
あ
っ
た
大
湫
の
生
徒
た
ち
は
、
ホ
ッ
と
し
た
思
い

に
な
り
ま
し
た
。
「
統
合
記
念
式
」
は
、
翌
三
一
日
。
翌
日
は
四
月

と
は
言
え
、
大
湫
は
寒
く
、
こ
の
日
も
最
高
気
温
は
十
六
℃
。
日
差

し
が
あ
る
こ
と
が
救
い
で
し
た
。 

こ
こ
に
十
四
年
間
の
大
湫
中
学
が
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
廃

校
で
す
。
大
湫
中
学
校
の
最
後
の
一
年
間
、
校
長
を
務
め
た
の
は
、

大
湫
小
学
校
長
か
ら
大
湫
中
学
校
長
に
赴

任
し
た
和
田
光
郎
。
大
湫
の
事
情
を
把
握
さ

れ
て
、
締
め
く
く
り
の
校
長
と
し
て
は
的
を

射
た
人
選
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

和田光郎氏 



釜
戸
中
学
で
の
統
合
式
は
四
月
六
日
、
九
時
か
ら
。
釜
戸
中
学

の
生
徒
代
表
原
田
美
紀
子
さ
ん
、
大
湫
中
学
は
安
藤
則
通
君
（
当
時

三
年
生
）
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
ま
し
た
。
大
湫
中
学
生
、
四
五
名
が

拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

３
．
補
遺 

釜
戸
中
学
の
誕
生
か
ら
廃
校
ま
で
、
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
文
中
に
登
場
す
る
教
員
や
人
生
の
先
輩
方
に

敬
称
も
付
け
ず
記
載
し
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
「
大
湫
中
学
備
忘
録
」
を
ま
と
め
る
に
は
『
沿

革
史
』
が
大
き
な
助
け
に
な
り
ま
し
た
。
『
沿
革
史
』
は
大
湫
中
学

第
四
代
校
長
の
桑
原
三
郎
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
後
も
引

き
継
が
れ
て
廃
校
ま
で
克
明
に
記
録
さ
れ
ま
し
た
。 

写
真
の
提
供
と
校
歌
の
楽
譜
を
提
供
い
た
だ
い
た
天
野
辰
代
氏
、

帽
章
で
は
安
藤
則
通
氏
、
校
歌
を
歌
っ
て
い
た
だ
い
た
三
浦
順
三
氏
、

そ
の
他
、
天
野
長
三
郎
氏
、
赤
岩
紀
氏
、
足
立
亘
氏
、
大
竹
節
子
氏
、

木
村
良
子
氏
、
棚
橋
和
代
氏
、
渡
邉
英
二
氏
な
ど
多
数
の
皆
さ
ん
か

ら
数
々
の
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

『
追
憶 

我
が
母
校
』『
瑞
浪
市
史 

近
代
編
「
教
育
」』『
大
湫

小 

百
三
十
年
の
歩
み
』
『
瑞
浪
の
ふ
る
さ
と
人
物
史
』
な
ど
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

文
責
は
す
べ
て
長
谷
川
明
に
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。（
完
） 

  

参
考
：
歴
代
育
友
会
役
員 

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年 

三
戸 

庄
次
郎 

 
 

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年 

奥
山 

進 

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年 

桐
井 

津
意
知 

 
 

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年 

安
藤 

鎭
男 

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年 

奥
山 

進 
 
 
 

 

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年 

三
戸 

庄
次
郎 

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年 

武
田 

貞
明 

 
 

 

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年 

村
田 

太
一 

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年 

安
藤 

鎭
男 

 
 

 

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年 

安
藤 

鎭
男 

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年 

安
藤 

鎭
男 

 
 

 
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年 

赤
岩 

義
勝 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年 

棚
橋 

二
郎 

（
副
会
長
）
三
輪 

七
郎 

 
 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年 

赤
岩 

義
勝 

（
副
会
長
）
加
藤 

あ
き
え 

（三戸憲和氏作：竹細工による大湫中学校） 



平
成
三
十
年
・
大
湫
町
ニ
ュ
ー
ス
『
十
』 

一
、
十
二
月
末
、
丸
森
邸
が
大
湫
宿
の
目
玉

施
設
と
な
っ
て
二
年
目
、
入
館
者
数
が
初

年
度
に
は
一
万
人
、
二
年
目
の
末
に
は
二

万
人
を
超
え
る
。
玉
置
施
設
長
や
温
情
を

も
っ
て
接
待
す
る
職
員
に
感
謝
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。 

二
、
四
月
一
日
、
大
湫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
に
委
託
運
営
と
な
っ
た
公
民
館

も
「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
。
」
意
欲

的
な
長
谷
川
館
長
を
迎
え
、
と
も
す
る
と

火
の
消
え
て
し
ま
う
様
な
町
の
公
民
館

活
動
に
、
活
力
が
出
て
来
た
。 

三
、
六
月
三
日
、
市
の
「
夢
づ
く
り
地
域
」

事
業
の
適
用
を
受
け
、
本
陣
山
の
登
山
道

づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
第
一
回
目
の
作
業

に
二
十
五
名
も
の
参
加
が
あ
り
、
心
強
く

思
っ
た
。 

四
、
三
月
二
十
四
日
、
環
境
省
の
「
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
サ
イ
ト
一
〇
〇
〇
」
で
、
大
湫
の

里
山
調
査
を
大
湫
町
自
然
保
全
委
員
会

が
、
五
年
間
か
け
て
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

五
、
七
月
二
十
九
日
、
財
産
区
議
員
の
改
選

が
行
わ
れ
た
。
三
期
十
二
年
議
長
を
務
め

ら
れ
た
三
浦
順
三
氏
が
退
任
、
三
戸
憲
和

氏
が
就
任
さ
れ
た
。 

六
、
十
一
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
、
旧

大
湫
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
「
オ
オ
ク
テ
・

ツ
ク
ル
テ
」
開
催
。
陶
芸
を
志
す
若
者
の

作
品
や
趣
味
の
作
品
が
並
べ
ら
れ
、
約
二

五
〇
〇
人
が
来
訪
し
た
。 

七
、
四
月
十
七
日
、
河
端
彩
谷
氏
（
足
又
在

住
）
が
、
現
代
茶
陶
展
に
お
い
て
「
綾
部

優
秀
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
。 

八
、
四
月
十
四
日
、
花
の
森
の
再
整
備
事
業

の
完
成
式
と
、
観
桜
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

九
、 

十
一
月
四
日
、
お
寺(

宗
昌
寺)

の
晋

山
式
が
行
わ
れ
、
近
隣
の
僧
侶
や
町
内
外

よ
り
稚
児
の
奉
賛
も
あ
っ
て
宿
内
は
に

ぎ
わ
っ
た
。 

十
、
三
十
年
吉
日
、
転
入
対
策
委
員
会
の
骨

折
り
で
空
き
家
に
電
気
が
灯
り
幼
児
の

姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
嬉
し
い

事
で
あ
る
。 

【
余
文
】 

人
生
に
は
嬉
し
い
こ
と
も
あ
れ

ば
、
悲
し
い
事
も
あ
る
。
高
齢
化
が
進
む
に

つ
れ
て
、
施
設
に
入
所
す
る
人
が
多
く
な
っ

て
来
た
。 

飢
え
に
苦
し
ん
だ
時
代
の
「
姨
捨
山
」
の

話
も
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
至
る
所
に
介

護
施
設
が
つ
く
ら
れ
、
誰
も
が
安
心
し
て
老

後
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
時
代
に
な
っ
た
。

大
湫
が
気
に
入
っ
て
、
十
七
年
間
第
二
の
故

郷
と
決
め
て
い
た
渡
辺
和
隆
さ
ん
一
家
が
、

長
男
一
人
を
残
し
母
親
の
面
倒
を
見
る
た

め
に
転
出
さ
れ
た
。 

よ
く
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
多
す
ぎ
る
と

も
聞
く
。
大
湫
に
住
ん
で
二
・
三
年
で
消
防

団
加
入
を
要
請
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
。
明
る

く
楽
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
区
長
会
始
め

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
者
に
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
新
し
い
年
の
門
出
と
し
た
い
。 

文
責 

 
 

天
野
長
三
郎 



リ・アップ“ひよも”だより 

 

1 月のお茶のみ会のおさそい 

日 時：1 月 9 日（水曜日） 

9：30～11：00 頃まで 

場 所：ふれあいセンター     

参加費： ５０円 

     

お待ちしています 

サンタさんがやってきた！ 

 大湫子ども会の皆さんと町の行事にボランティア 

登録をし、協力してくれた中高生の皆さんに良いお 

知らせです。閉校へのカウントダウンが 100日を切 

ってしまった釜戸中学校。ますます子ども達が遠く   

へ行ってしまうようで寂しいです。少人数でも大湫

の子ども達は、町の行事をいつも頑張って盛り上げ

てくれます。そんな子ども達にサンタさんからささ

やかなプレゼントが送られましたョ。 

 “みんな、これからもよろしくネ！ ” 

プレゼント 
 

赤ちゃん誕生 

おめでとうございます 
 

9月 21日 長女誕生  

父親  Ｔ・Ｙ さん 

母親  Ｔ・Ｙ さん  

 

 
 

一
月
の
俳
句 

山
口
雪
子 

枇
杷

び

わ

の
花
夕
べ
の
闇
を
匂
ひ
け
り 

習
ひ
事
の
一
つ
を
退 ひ

き
て
花
八
手 

 

天
野
辰
代 

漱 そ
う

石
忌

せ

き

き

家
計
簿
本
屋
で
買
ひ
に
け
り 

山
茶
花

さ

ざ

ん

か

や
何
で
も
買
へ
る
過
疎
の
店 

 
(

漱
石
忌
と
は
、
夏
目
漱
石
の
命
日
で
十
二
月
九
日) 

 

 

   

 

  



                    

                    



                    

                    

オススメ！大湫分室の本 

『極めつきの「美味しい方程式」』 

野崎洋光：著 

 8：8：1。この比率は八方出汁と

言われるだけにいろいろな料理に使

うことができます。簡単にできる味

の仕組みの方程式を紹介。ぜひ、お

試しください。 

 

ご招待券あります（各 2名様） 

企画展 

「たかが旅、されど旅 

    －山海道之記実見―」 

期間：平成 31年 1月 20日 

会場：中山道広重美術館 

＊詳しくは大湫公民館まで ☎63-2360 

＊大湫宿お休み処 

1 月は休業中です。 

＊おしゃべりサロン「こぶし」（100 円コーヒー） 

1 月営業日 第 2・第 4 土曜日 

    営業時間 AM9：00～AM11：00  

    営業場所 ふれあいセンター   

 

デマンド交通 

利用者 

(大湫～日吉東部) 

Ｈ30 年 11 月 

51 便 

延べ 99 名 

青色回転灯防犯パトロール 

1 月のパトロール予定者 

 

1/上旬：玉置憲政,大内延男 

1/下旬：三輪勝彦,安藤則通 

 
瑞浪市議会議員選挙の投票所入場券について 

 

 平成 31年 1月 27日告示、2月 3日執行の「瑞浪市議会議員一般選挙」

について、1月 28日（月）から期日前投票ができます。 

 一部地域では、1月 28日に投票所入場券が届かない可能性がありま

す。 

 入場券が届いていない場合でも、選挙人名簿で確認できれば、期日前

投票ができますのでお知らせします。 

お問合せ先：大湫コミュ二ティーセンター 63-2360 



区
長
日
記 

 

 

平
成
最
後
の
師
走
も
、
慌
た
だ
し
い
中
に
過
ぎ
去
っ
て
行
き
ま
す
。

日
本
の
原
風
景
と
し
て
心
温
ま
る
大
湫
町
の
景
観
も
、
日
常
的
な
町

民
の
営
み
に
よ
り
更
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

大
湫
町
景
観
協
議
会
で
は
、
瑞
浪
市
都
市
計
画
課
の
お
骨
折
り
に

よ
り
、
景
観
先
進
地
の
滋
賀
県
東
近
江
市
五
箇
荘
金
堂
（
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
）
の
視
察
研
修
を
三
十
余
名
の
参
加
者
を
得

て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
行
政
の
関
わ
り
方
や
保
存
地
区
の
規
模
に

は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
歴
史
的
景
観
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
く
志
し
に
は
共
通
の
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
三

次
元
的
に
立
体
感
の
あ
る
大
湫
地
区
の
景
観
に
は
改
め
て
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
。 

私
た
ち
と
し
て
は
、
豊
か
な
歴
史
と
自
然
を
持
ち
味
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
大
湫
町
に
、
物
づ
く
り
（
芸
術
活
動
）
と
い

う
新
た
な
個
性
を
加
え
て
、
い
っ
て
み
た
い
大
湫
か
ら
住
ん
で
み
た

い
大
湫
へ
と
脱
皮
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
あ
新
し
い
年
が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
も
干
支
の
猪
に
負
け
な

い
よ
う
力
い
っ
ぱ
い
前
進
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
長
会
長 

足
立 

 

12
月
1
日 

景
観
協
議
会
（
滋
賀
県
）
視
察 

 
 

2
日 

大
湫
小
学
校
跡
地
植
樹
・
花
の
森
道
路
整
備 

3
日 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
細
久
手
宿
調
査 

6
日 

カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
（
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
）
施
肥
事
業 

 
 

7
日 

大
湫
区
長
会
・
幹
事
会 

 

9
日 

多
面
的
機
能
足
又
た
め
池
工
事 

10
日 

瑞
浪
市
防
犯
推
進
の
会
特
別
警
戒 

 
 

11
日 

交
通
安
全
週
間
早
朝
街
頭
指
導 

 
 

13
日 

中
仙
道
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
懇
談
会
・
登
山
道
看
板
検
討
会 

 
 

14
日 

観
光
景
観
林
整
備
事
業
現
地
立
会 

 
 

 
 

15
日 

多
面
的
機
能
足
又
た
め
池
工
事 

 
 

16
日 

大
湫
公
民
館
御
注
連
縄
づ
く
り 

 
 

19
日 

釜
戸
中
学
校
閉
校
委
員
会 

 
 

28
日 

消
防
団
年
末
特
別
夜
警 

 
 

31
日 
越
年
マ
ラ
ソ
ン
（
年
越
し
そ
ば
） 

 
 



三
〇

二
六

二
三

二
〇

一
九

一
四

一
三

一
二

九 八 七 六 五 四 一 日

水 土 水 日 土 月 日 土 水 火 月 日 土 金 火 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

山
び
こ
ど
ん

(

竹
箒
材
料
選
定
作
業

)

第
二
回
百
人
一
首
の
集
い

(

丸
森

)

足
又
地
区
ど
ん
ど
焼
き
・
新
年
会

＊
成
人
の
日

第
一
回
百
人
一
首
の
集
い

（
丸
森

）

成
人
式
／
大
湫
・
神
田
地
区
ど
ん
ど

焼
き
／
西
地
区
・
北
地
区
新
年
会

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

転
入
対
策
委
員
会

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

定
例
区
長
・
幹
事
会

幼
・
小
・
中
学
校
始
業
式

財
産
区
全
員
会
議

市
出
初
式

伊
勢
神
宮
初
詣

（
～

六
日

）

仕
事
初
め

＊
元
旦

予
　
　
　
定

平
成
三
十
一
年
一
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：1/23(水)不燃ごみ：1/8 (火 )

 

 

 

        

 

 

  

編
集
後
記 

  
 

 
 

 

『
賀
正
』 

 
 

 
 

小
さ
な
山
里
の
広
報
誌
で
す
が
、
沢
山 

の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
そ
し 

て
、「
広
報
大
湫
」
に
寄
せ
ら
れ
る
皆
さ
ま 

か
ら
の
原
稿
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

今
後
も
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
な
人
情
味 

 
 

 

あ
ふ
れ
る
情
報
誌
と
し
て
、
皆
様
と
共
に 

 
 

 

歩
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま 

 
 

 

す
。・
・
・
ｙ 
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平成 31 年 1 月 1 日   瑞浪市大湫町 422-1  ℡0572(63)2360 

http://okute-shuku.jp/ 

 


